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専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号

記
授
与
式
が
４
月
２０
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た

∥
写
真
。

日
髙
義
博
学
長
ら
が
列
席

し
、
こ
の
３
月
に
定
年
退
職

し
た
４
氏
に
名
誉
教
授
称
号

記
が
授
与
さ
れ
た
。

授
与
式
は
４
月
５
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延

期
さ
れ
た
。

泉

武
夫
元
経
済
学
部
教
授

（
在
職
４２
年
１１
カ
月
）

梅
本

吉
彦
元
法
学
部
教
授

（
在
職
３２
年
）

新
山

雄
三
元
法
学
部

教

授

（
在
職
２０
年
）

平
井

宜
雄
元
法
科
大
学
院

教
授
（
在
職
１０
年
）

日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長

が
４
月
１５
、
１６
の
両
日
、
東

日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
石
巻
市
な
ど
を
訪

れ
、
石
巻
専
修
大
学
の

教
職
員
を
激
励
す
る
と

と
も
に
、
大
学
施
設
や

市
内
各
所
の
視
察
を
行

っ
た
。

ま
た
、
坂
田
隆
石
巻

専
修
大
学
長
と
と
も

に
、
同
大
学
と
「
包
括

連
携
協
定
」
を
締
結
し

て
い
る
石
巻
市
、
東
松

島
市
、
女
川
町
や
、
産
学
連

携
事
業
・
若
手
研
究
者
の
研

究
助
成
な
ど
に
支
援
・
協
力

し
て
い
る
石
巻
信
用
金
庫
を

訪
問
し
、
お
見
舞
い
の
言
葉

と
見
舞
金
を
届
け
た
。

※
包
括
連
携
協
定
…
教
育

研
究
機
関
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
地
域
活
性
の
推
進
に
役

立
て
る
た
め
、
２
市
１
町
と

締
結
し
た
協
定
。

専
修
大
学
の
教
育
力
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
ご
父
母
に
紹

介
し
、
大
学
を
選
ぶ
際
の
参

考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、「
専

修
大
学
ペ
ア
レ
ン
ツ
フ
ェ

ア
」
が
５
月
８
日
に
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
同
１４
日
に
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た

∥
写
真
。

約
１
８
５
人
の
ご
父
母
と

受
験
生
が
参
加
し
た
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、
始
め
に
日

髙
義
博
学
長
・
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
で
、
創
立
者
た
ち
の

思
い
を
受
け
継
い
だ
本
学
の

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知

性
の
開
発
」
を
紹
介
し
、「
大

学
で
の
学
び
は
偏
差
値
で
は

測
れ
な
い
。
本
人
が
本
来
持

っ
て
い
る
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
教
育
を
行
い
、
卒
業

後
に
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

を
育
て
て
い

る
」
と
話
し

た
。大

曽
根
匡

入
学
試
験

委

員

長

が

「
専
修
大
学

に
お
け
る
教

育
力
」
を
紹

介
し
、
入
学

セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
が
、

親
と
し
て
ど

の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
べ
き
か
な
ど
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

昨
年
度
、
創
立
４０
周
年
を

迎
え
た
人
文
科
学
研
究
所

は
、
そ
れ
を
記
念
す
る
論
集

『
移
動
と
定
住
の
文
化
誌
―

人
は
な
ぜ
移
動
す
る
の
か
』

を
彩
流
社
か
ら
刊
行
し
た

（
２
８
０
０
円
＋
税
）。

人
文
科
学
研
究
所
（
小
山

利
彦
所
長
）
は
、
専
門
が
非

常
に
多
岐
に
わ
た
る
所
員
を

か
か
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を

横
断
し
て
の
企
画
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
現
代
社
会
は
き
わ

め
て
多
様
化
し
て
い
る
。
し

か
し
、
単
に
多
様
な
だ
け
で

は
な
く
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
っ
て
移
動
し
、

住
む
と
こ
ろ
を
変
え
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は

有
益
な
交
流
を
可
能
に
し
た

あ
つ
れ
き

が
、
軋
轢
も
生
ん
だ
。

本
書
に
し
た
が
っ
て
例
を

示
す
と
、
す
で

に
１５
世
紀
の
メ

キ
シ
コ
に
大
が

か
り
な
移
住
の

物
語
が
存
在
し

た
。現

代
に
目
を

向
け
る
と
、
前

世
紀
初
頭
に
見

ら
れ
た
ド
イ
ツ

の
女
性
人
身
売

買
の
背
景

に

は
、
海
外
移
住

問
題
が
あ

っ

た
。ま

た
、
関
東

大
震
災
で
お
こ

っ
た
朝
鮮
人
虐

殺
は
、
外
国
か

ら
移
住
し
て
き

た
人
々
へ
の
差

別
意
識
が
見
ら

れ
る
。
現
在
の
韓
国
の
田
舎

で
は
、日
本
と
は
違
い
、移
動

を
く
り
返
す
こ
と
が
常
態
化

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
が
起

こ
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
人

々
の
移
住
と
い
う
こ
と
を
宇

宙
的
規
模
で
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
う
し
た
問
題
を

論
じ
な
が
ら
、
本
書
は
、
明

確
な
基
準
を
喪
失
し
、
流
浪

す
る
人
々
の
姿
が
現
代
と
い

う
時
代
を
考
え
る
さ
い
の
キ

ー
・
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か

と
訴
え
て
い
る
。
（
文
学
部

教
授
・
伊
吹
克
己
）

２
０
１
２

入
学
ガ
イ
ド
刊
行

「
２
０
１
２
入
学
ガ
イ

ド
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。


入
学
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

【
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】

☎
０３（
３
２
６
５
）６
６
７
７

【
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】

☎
０４４
（
９１１
）
０
７
９
４

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
n
s
h
u
-

u
.
i
n
f
o
/

山
嵜
謹
哉
氏
（
や
ま
ざ
き

・
き
ん
や
）
名
誉
教
授
・
元

文
学
部
教
授

４
月
３０
日
、
老
衰
の
た
め

８８
歳
で
死
去
。
１
９
５
０
年

か
ら
在
職
。
１
９
９
３
年
定

年
退
職
。
主
な
担
当
は
歴
史

地
理
学
。

大
学
の
教
育
改
善
に
組
織
的

に
取
り
組
む
教
育
開
発
支
援
委

員
会
（
委
員
長
∥
宇
佐
美
嘉
弘

経
営
学
部
准
教
授
）
は
、
教
員

向
け
冊
子
「
授
業
の
ツ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
（
第
４
版
）
」
∥
写
真

∥
を
刊
行
し
、
全
専
任
教
員
に

配
付
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、

教
員
が
個
人
・
組

織
と
し
て
授
業
改

善
の
取
り
組
み
を

報
告
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
。
第
１
章
「
私
の
授

業
」
で
は
、
「
ポ
ー
タ
ル
・
レ

ナ
ン
デ
ィ
等
を
利
用
し
た
授
業

の
一
例
」
（
野
部
公
一
経
済
学

部
教
授
）な
ど
が
、
第
２
章「
教

育
改
善
へ
の
組
織
的
な
取
り
組

み
」
で
は
、
「
コ
ー
ス
共
通
教

材
の
試
作
～
経
済
学
部
『
福
祉

と
環
境
コ
ー
ス
』」（
町
田
俊
彦

経
済
学
部
教
授
）
な
ど
の
寄
稿

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
３
章

は
法
学
部
の
「
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
」
に
つ
い
て
学
生
参
加

型
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
深
澤
民
司
法
学
部
教

授
）。

宇
佐
美
委
員
長

は
「
『
知
の
ツ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
』

（
専
修
大
学
出
版

企
画
委
員
会
編
）

と
と
も
に
、
他
大
学
で
参
考
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
専
修
大
学
の
組
織
的
な
教

育
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
、
ま
た
教
育
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
外
部
に
発

信
し
て
い
く
よ
う
、
内
容
を
充

実
さ
せ
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

大
学
史
資
料
課
は
、
こ
の

ほ
ど
「
専
修
大
学
史
紀
要
」

第
３
号
∥
写
真
∥
を
発
刊
し

た
。今

号
は
昨
年
８
月
、
校
友

会
大
分
県
支
部
創
設
６０
周
年

記
念
大
会
で
行
わ
れ
た
日
髙

義
博
理
事
長
・
学
長
の
記
念

講
演
を
ま
と
め
た
講
演
録

「
田
尻
稲
次
郎
と
堀
之
内
松

十
郎
」
を
は
じ
め
、
座
談
会

「
専
修
大
学
創
立
１
３
０
年

記
念
事
業
を
振
り
返
っ
て
」

な
ど
を
収
め
て
い
る
。

希
望
者
は
大
学
史
資
料
課

☎
０３
（
３
２
６
５
）
５
８
７

９
ま
で
。

石
巻
専
修
大
学
及
び
専

修
大
学
、
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
に
在
籍
す
る

被
災
地
域
の
学
生
へ
の
奨

学
金
及
び
生
活
支
援
金
等

と
し
て
、
支
援
金
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
（
寄
付
金

控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
）。詳

細
は
ニ
ュ
ー
ス
専
修

４
月
号
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


専
修
大
学
募
金
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
３
１
５
７

専
修
大
学
教
員
組
合

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
地
へ
送
る
被
災

義
援
金
と
前
記
の
支
援
金

に
、
同
職
員
組
合
は
支
援

金
を
募
金
局
に
託
し
た
。

教
育
力
、サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ご
父
母
に
紹
介

４人の先生方が名誉教授に

第４版が完成

「
専
修
大
学
ペ
ア
レ
ン
ツ
フ
ェ
ア
」
開
催

教員の授業改善の取り組みを報告

ツールボックス授業の

人
文
科
学
研
究
所
創
立

４０
周
年
記
念
論
集
を
刊
行

「
専
修
大
学
史
紀
要
」
第
３
号
を
発
刊

『
移
動
と
定
住
の
文
化
誌
―
人
は
な
ぜ
移
動
す
る
の
か
』

流浪する人々から現代を考える

日
髙
理
事
長

・
学
長

が
石
巻
を
視
察

石
巻
専
修
大
学
教
職
員
ら
激
励

「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り

被
災
し
た
学
生
等
に
対
す
る

支
援
金
の
ご
協
力
に
つ
い
て

教
員
組
合
・
職
員
組
合
か
ら
協
力

▲

坂
田
石
巻
専
修
大
学
長
（
左
端
）
と
と
も
に
亀
山

紘
石
巻
市
長
∥
右
端
∥
（
元
石
巻
専
修
大
学
教

授
）
を
訪
問
し
た
日
髙
理
事
長
（
中
央
）

訃

報

（２）２０１１年（平成２３年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８８号


